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|町の動き (11月 1 日現在fl
世帯数…・・…8，157(+ 8) 

人口 ......22 ，719(+21)

男・・・・・ 10 ，869( + 11) 

女・・…・ 11 ，850( + 1 0) 
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~(G問ij5J覇。思~~歩足ミD成~ト』
貴重な提言ありがとうござ、いました。
「しげのぶ・まちづくりポスト j にご意見・ご提言をありがとうございました。

町民の皆様の率直な声をお聞かせいただくため、 8月から実施しました「しげの

ぶ・まちづくりポスト j には、 10月末日の締め切りまでに 73名の方から貴重なご意

見・ご提案が寄せられました。

早急に対応できるもの、期間を要するもの、国や県と協議しなければならないも

のなど、多方面にわたっておりましたが、可能なものから順次町政に反映させる方

針で、担当課に指示を致しました。

お寄せいただいたご意見、ご提言の主なものの要旨は下記のとおりです。

どうもありがとうございました。

.4月かb始まる介護保険制度の内容を町民に

註レミ周知L若ください。

重信町長和田 治樹

-町営志津川墓地の維持管理費は使用者に負担

してもらうのがいいのではないでしょうか。

守「みどりと文化の町Hこふさわしい音楽ホール ー ・町民会館大ホールφ傷みが目立ちます。改修

の建設を望みます。 ，・竺 を望みます。

- 下水道の早期着工を望みます。 . ー ・自然を生かした森林公園の整備右進め、ひとが

・親子が一緒に、また、保護者同志の交流を深 どんどん集まるような場所を作ってください。

めるためにも、児童館があればいいです。 ・新庁舎は、全館禁煙にし、また弱者にやさし

・少子化対策についてどのように考えていますか。 j. い作りになるよう希望します。また、各課の
・生活遍路を早急に改善してください。 j 仕事内容をわかりやすいように表示していた
・役場移転後の現庁舎の有効な利用1を望みます。 九 だけたらと思います。

・広報織で各種目1体や個人で活動しているサー ' ・重信町のホームページの早期開設と、またそ

クルの紹介をしてください。 的 の内容をl充実したもの応じてください。
-図書館の内容をもっと充実させ、より多い町

民の利用を図ってください。

・ごみ置き場の現状等を広報で知らせるなどし

て、分別収集の徹底を図ってください。また、

これからはごみを出さない環境をどう作るか、

広い視野で考1えるべき時期であると思います。

-職員の意識改革に努め、住民にやさしρ役場
になることを望みます。

・高齢者に対する福祉を充実させてください。

-町民みやなが参加できるJインドームや総合

公園を使ったイベントを企画してほしいです。

・町内の小学校間で交流事業連すればいいので

はなdでしようか。
『 ・緑を生かした前っ、くりを進めるためご花いつ
ばい運動の展闘ゆ現在ゴームのガーデニング
を隼かした庭園やコンクールを勝催しては占

うでしょうれ L--------------
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西暦2000年問題

西暦2000年問題とは?
「西暦2000年問題Jをご寄知ですか。最近よく耳にする言葉ですが、別名

rY2K (Y=年、 K=千)J とも昭ばれています。これは2000年 1 月 1 日にコン

ビュータが期間の計算を間違えるなどさまざまな障害が起きるのではないか

ということです。

なぜ、コンビュータが障害を起こすのかというと、かつてコンビュータ内部で日付管理のため、 f年J

を西暦の下2けたで表してきました。これは、初期のコンビュータが現在のものと比べて容量が少なく、

処理能力も低かったためです。今年 1999年は r99J で、来年2000年は rOOJ となりますが、 1900年の

rOOJ と同じ形で表すことになります。そのため、コンビュータは、 2000年と 1900年の区別ができず、

期間の処理を誤るなどの障害が発生してしまいます。たとえば、日常生活に重要な電気や電話などをはじ

め金融機関の利息計算、列車や飛行機などの運行管理、身近なところではビデオの録画予約まで、私たち

の生活の申でさまざまな形で奇在しています。

現代社会では、コンビュータが正常に作動することが前提とされていることから、 2000年問題により

社会生活に大きな影響が出る恐れがあります。

家庭での準備は・.. 
日常生活に重要な電気、通信、交通、

金融などは、それぞれにおいて対応策が

講じられ、大きな問題は発生しないとい

われています。ただし、これは現時点で

考えられる範囲内の話です。

万が一、 2000年問題による混乱が起

きたときのために、家庭における対応方

法を今から考えておく必要があります。

「家庭電化製品はメーカーに確認をj

ご家庭のビデオやファックスなど日付

に関係する家庭電化製品は、影響を受け

る可能性があります。製造したメー力ー

などにお問い合わせ下さい。

「デマに惑わされないことj

テレビやラジオから正しい情報を収集

し、冷静な行動をとりましょう。

r2000年問題とは何力\家庭で話し合っ

ておきましょうj

あらかじめ家族の所在をはっきりして

おき、連絡先などを確認しておきましょ

っ。

•••••••••••••••• 

•••••••••• 

重信町の対応状況は・.. 
重信町では皆さんの大切な情報を守り、住民生活へ影響を出さな

いよう対策を進めています。役場では、住民基本台帳をはじめとして

税金や保険料の計算、納付記録などに皆さんの氏名や住所など必要

な情報をコンピュータに保管し、さまざまな業務に活用しています。

このように町の毎日の事務処理にコンヒ。ユータは欠かせないもの

となっており、 2000年問題が発生すると、住民生活に重大な影響

力t及ぶものと考え、 9同 1 目、 r2000年問題対策本部j を設置し、

町全体としての取リ組みを開始しました。

重信町のコンヒ。ユータシステムは、今年4月に 2000年問題対応

済みのものに更新しましたが、念のため、 10月にはシステムの点

検や動作確認の模擬テストを実施し、 「問題なしJ との結果が出て

います。

また、住民票発行などの重要業務については「危機管理計画j を

策定し、万が一、コンビュータが停止した場合、日常業務をどのよ

うな手段で行うかなどを定めました。

更に、問題発生が予想される年末年始には、不測の事態、に備えて、

職員を配置し待機・監視体制をとるとともに、 1 月 3 日に最終の動

作確認作業を実施する計画です。

西暦 2000年は 、 もう目の前。町として万全の体制を整え、

2000年問題に臨みますが、 町民皆さんの冷静な対応が、一番の問

題解決につながります。

愛媛県コンビュータ西暦2000年問題対策本部(企画環境部・統計課)
窟941-3360 ・ 941-3365 e-mail/y2k@pref.ehime.jp 

重信町コンビュータ西暦2000年問題対策本部(企画財政課・電算室)
富964国2001 附 e-mail/densan@town.shigenobu.ehime.jp
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満
苅
歳
か
う
は
老
人
保
健

老
人
保
健
制
度
は
、
国
・
県
・
市
町

村
・
保
険
者
な
ど
が
、
高
齢
者
の
だ
め

巴
医
療
費
を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

七
O
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
(
誕
生
日

、

ガ
一
日
で
あ
る
時
は

そ
の
月
か
ら
、
ま
左
寝
左
き
り
な
ど
の

場
合
は
六
五
歳
以
上
)
ど
の
保
険
巴
加

入
し
て
い
て
も
老
人
保
健
で
医
療
を
受

け
る
よ
う
巴
な
り
ま
す
。

七
O
歳
に
な
る
人
に
対
し
て
は
、

事
前
に
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

の
通
知
を
行
い
ま
す
。
「
医
療
受
給

者
証
」
と
「
健
康
手
帳
」
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
通
知
書
を
持
参
の

上
、
役
場
保
険
年
金
課
ま
で
お
越

し
下
さ
い
。

病
院
巴
か
か
る
と
き
は
、
必
ず
「
保

険
証
」
「
健
康
手
帳
」
「
医
療
受
給
者
証
」

を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
し
て
下
さ

l
u
 「

健
康
手
帳
」
巴
は
、
健
康
診
査
の
結

果
や
健
康
教
育
、
健
康
相
談
な
ど
の
内

容
、
お
医
者
さ
ん
の
診
療
内
容
や
処
方

薬
の
内
容
な
ど
を
記
録
し
ま
す
。
受
診

の
際
仁
は
必
ず
措
っ
て
行
き
、
記
入
し

て
も
ら
う
よ
う
巴
し
て
下
さ
い
。

※
寝
た
き
り
な
ど
の
人
と
は

七
O
歳
未
満
六
五
歳
以
上
の
人
で
厚
生

省
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
り
、
町
長
が
認
定
し
た
人
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

530円 外
同じ医療機関!こおいて 1 か月4固ま

で負担(最高2 ， 120円)。 来

1 ， 200円 入
※食事代は別途定額負担

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金 院
をうけている人は、 1 日 500円

(1 日あ定り)
入
院
給
食
費
の
負
担
金

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
療
養
の
給
付
を

受
け
る
と
き
、
他
の
療
養
巴
か
か
る
医
療

費
と
別
枠
で
、
食
事
巴
つ
い
て
は
次
の
よ

う
巳
定
額
負
担
し
て
い
だ
芝
く
こ
と
仁
な

り
ま
す
。

川
JE
 

あ口
〕

一般加入者 760円

住民税 90日までの入院 650円
非課税 ーーーーー ー ーーーー ー ー ーーーー ーーーー ーーー ーーー ー

世帯等
90日を超える入院

500円 i
(過去12か月の入院回数)

住民税非課税世帯等で老齢福祉
300円年金をうけている人

※住民税非課税世帯等の万は「標準負担額
減額認定証J 刀、l必要となりますので、市
区町村の担当窓口で申請を行ってく芝さ
l，\。

払
い
戻
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
医
療
機
関

に
全
額
支
払
い
ま
す
が

、

あ
と
で

町
仁
請
求
し
て
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
巴
な
り
ま
す
。
だ
だ
し
、

こ
の
場
合
適
正
な
医
療
と
認
め
ら

れ
る
場
合
巴
限
ら
れ
ま
す
。

①
急
病
で
や
む
を
え
ず
被
保
険
者

証
、
健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者

証
を
ち
左
ず
巳
医
師
巴
か
か
っ

疋
と
き
の
医
療
費

。

②
医
師
、
ガ
必
要
吉
と
認
め
左
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
装
具
代
。

③
医
師
、
か
必
要
芝
と
認
め
疋
マ
ツ

サ
ー
ジ
・
あ
ん
ま
・
は
り
・
き

ゅ
う
な
ど
の
施
術
料

。

④
骨
折
・
ね
ん
ざ
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
う
け
だ
と
き
の
費

用
。
(
保
険
の
取
り
扱
い
を
し
て

い
る
柔
道
整
復
師
で
施
術
を
う

け
だ
場
合
巴
は

、

医
療
機
関
と

同
様
仁
一
部
負
担
金
で
施
術
、
か

う
け
ら
れ
ま
す
。
)

⑤
輸
血
を
し
左
と
き
の
生
血
代
。
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特
定
疾
病

高
額
な
治
療
を
継
続
し
て
行
う
血
友
病
や

人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
じ
ん
不
全
の
人
は
、

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
、
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
の
万
は
、
役
場
保
険
年
金
課
で
申

請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
届
け
出
一
覧

転入してき左とき
臼かん・

14日以内!こ
被保険者証

転出すξ亡き
印かん・健康手帳

転出すξとき|こ
(医療受給者証)

死てし疋とき
印かん・健康手帳

14日以内|こ
(医療受給者証)

住所が変わっ疋とき
回かん・健康手帳

14日以内|こ
(医療受給者証)

医療保険の変更 健印(医か康療ん手受・帳被給保者険証者)証 14日以内|こ
及びそう失

65歳以上でねEきり 身臼診障断か書手ん似帳・国被1ず民保れ年か険金の者証書急証類 認定をなるべく早く
などEなっEとき

生活保護をうける 臼かん・健康手帳
すみやか|こ

ようになつだとき (医療受給者証)

f老人保健で医療を
受けるあなたヘj

重信町の平成 10年度老人医療

受給者数は、 2 ， 749人でした。

医療費は24億5 ， 606万円で前年

度より 7 ， 2パーセント増加して

います。また一人当たりの医療

費でみると893 ， 000円となって

います。

普段から、健康づくリに留意

して、医療費の低減に今後共ご
協力をお願いします。



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
巴
つ

い
て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
る
こ
と
巴
な
っ
て

い
ま
す
。
一
年
間
巴
源
泉
徴

収
さ
れ
左
所
得
税
の
合
計
額

と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
巴

つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
税
額
と
の
過
不
足
額
は
、

そ
の
年
最
後
の
給
料
や
、
ボ
ー

ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
際
巴
、

「
年
末
調
整
」
C
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
こ
と
巴
な
っ
て
い
ま

す
。大

部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
こ
の
「
年
末
調
整
」
巴

よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が
完

3
し
ま
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ

ー
マ

ン
で

も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
や
、
確
定
申

告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
リ
ま
す
の

・

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

【確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
】

平
成
二
年
中
の
所
得
か
ら

配
偶
者
控
除
等
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
差
し
引
き
、
算

出
し
定
税
額
、
ガ
、
配
当
控
除

額
と
年
末
調
整
の
際
巴
控
除

を
受
け
た
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
額
、
年
調
定
率
控
除
額

の
合
計
額
よ
り
も
多
い
人
で
、

次
の
よ
う
な
場
合
巴
は
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

①
平
成
一
一
年
分
の
給
与
の

収
入
金
額
、
か
二
0
0
0

万

円
を
超
え
る
場
合

②
給
与
を
一
力
所
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
(
地
代
、
家
童
、
原
稿

料
な
ど
)
の
〈一口
計
額
、
万
二O

万
円
を
超
え
る
場
合

③
給
与
を
二
力
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
場
合
で
、
年

末
調
整
さ

れ
な
か
っ
左
給

与
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
と
の
合
計
額
、
か
二

O
万
円
を
超
え
る
場
合

平
成
二
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
の
期
間
は
、

平
成
一
二
年
二
月
一
六
日
か

ら
三
月
一
五
日
ま
で
で
す
。

正
し
い
申
告
と
納
税
を
期
間

内
仁
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

門確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
場
合
】

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合

巴
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば

源
泉
徴
収
さ
れ
左
所
得
税
が

還
付
さ
れ
ま
す
。

-

雑
損
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど

の
災
害
や
盗
難
、
横
領
巴
よ
り

住
宅
や
家
財
仁
損
害
を
受
け

左
場
合
や
災
害
等
巴
関
連
し

て
や
む
を
得
な
い
支
出
を
し

疋
場
合
巴
は
、
次
の
川
と
ω
c

よ
っ
て
計
算
し
だ
金
額
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
多
い
万
の
金
額

が
雑
損
控
除
と
し
て
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

川
損
害
額
か
ら
所
得
金
額
の

一
O
%
を
減
じ
左
金
額

ω
損
害
額
の
う
ち
災
害
関
連

支
出
の
金
額
か
ら
五
万
円

を
減
じ
定
金
額

2

医
療
費
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の

医
療
費
を
支
払
つ
だ
場
〈
一
口
は
、

一
定
額
が
医
療
費
控
除
と
し

て
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

3

住
宅
借
入
金
(
取
得
)
等

特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合

一
定
の
要
件
C
当
て
は
ま
る

家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
疋
は

増
改
築
等
を
し
て

、
平

成
六

年
一
月

一
日
か
ら
平
成
一
一

年
一

二
月
三
一
日
ま
で
の
間

巳
居
住
の
用
巴
供
し
疋
場
合

(
新
築
、
購
入
ま
だ
は
増
改
築

等
の
日
か
ら
六
力
月
以
内
に

居
住
の
用
巴
供
し
だ
場
合
に

限
り
ま
す
。
)
で
、
一
定
の
要
件

を
満
足
す
と
き
は
、
居
住
の

用
巴
供
し
定
年
か
ら
六
年
間

(
平成
一
一
年
中
に
居
住
の
用

に
供
し
だ
場
合
は
一
五
年
間
)

の
各
年
分
の
所
得
税
の
額
か

ら
、
一
定
の
金
額
、
か
控
除
さ

れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ガ
住
宅
借
入

金
(
取
得
)
等
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
最
初
の
年
は
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
そ
の
後
の
年
巴
つ
い

て
は
、
年
末
調
整
で
受
け
ら
れ

る
こ
と

C
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
か
ら
3

ま
で
の
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
領
収
書
や
証

明
書
を
確
定
申
告
書
仁
添
付

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得
が
あ
る
人
の
定
率

減
税
】

平
成
二
年
分
の
所
得
税
定

率
減
税
の
精
算
は
、
通
常
、

年
末
調
整
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
古
さ
い
。

O
給
与
が
二
力
所
以
上
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
の

従
足
る
給
与
の
支
払
を
受

け
る
人

、

給
与
の
額

、

万
二

0
0
0

万
円
を
超
え
る
人
、

年
の
中
途
で
退
職
し
左
人

で
年
末
調
整
を
受
け
な
か

つ
左
人
、
労
働
し
定
時
間
や

日
に
よ
っ
て
給
与
の
支
払
を

受
け
る
給
与
所
得
者
(
い
わ

ゆ
る
丙
欄
適
用
者
)
に
つ
い

て
は
、
源
泉
徴
収
段
階
で
定

率
減
税
の
適
用
を
受
け
左

上
、
最
終
的
巴
は
、
確
定
申

告
の
際
巴
定
率
減
税
額
を
精

算
す
る
こ
と
巴
な
り
ま
す
。

O
年
末
調
整
巴
よ
っ
て
定
率
減

税
額
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
で
ち
、
給
与
所
得
以
外
の

所
得
が
あ
る
定
め
確
定
申
告

の
必
要
の
あ
る
人
、
医
療
費

控
除
を
適
用
し
て
確
定
申
告

を
す
る
人
は
、
確
定
申
告
の

際
巴
定
率
減
税
額
を
精
算
す

る
こ
と
巴
な
り
ま
す
。

【
退
暗
所
得
が
あ
る
人
の
定
率

減
税
】

退
職
所
得
C
つ
い
て
は
、
そ

の
支
払
を
受
け
る
際
の
源
泉
徴

収
の
段
階
で
は
定
率
減
税
の
適

用
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。

こ
の
だ
め
、

そ
の
退
職
所
得
を
含
め
て
平
成

一
一
年
以
後
の
各
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
巳

よ
り
、
退
職
所
得
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
る
所
得
税
仁
つ
い
て
定

率
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
巴

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

5 広報しげのぷ 12月号



健
康
改
善
教
室

楽
j し

埼
ら "、

!之芋 -c
乙も 健
ツ 康
三 f二言
了 く

り

な
ん
定
か
気
分
が
す
っ
き
り
し
な
い

と
思
っ
て
い
だ
ら
、
か
ら
定
も
、
だ
る
く

な
っ
て
き
だ
;
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
家
巴
閉
じ
込
も
り
、
か
ち
な

寒
い
季
節
は
、
そ
の
よ
う
巳
感
じ
る
万

ち
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ム
フ回
は
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
ま
し
だ
。
こ

の
冬
を
活
動
的
巴
過
ご
す
ヒ
ン
ト
も
い

っ
ぱ
い
で
す
。
楽
し
く
笑
っ
て
心
の
疲

れ
を
と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
他
仁
、
仕
事
場
や
台
所
で
空
い

定
時
間
を
利
用
し
て
で
き
る
体
操
(
腰

痛
・

一肩
こ
り
予
防
)
を
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ

し
く
、
だ
さ
い
。

と
き
一
月
一
七
日
向

午
後
一
時
三
O
分
j

三
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

講
師
働
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス

作
業
療
法
士
門
田
典
子
先
生

申
し
込
み
一
月
一
四

日

凶
固
ま
で
巴
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
、
だ
さ
い
。

富
九
六
四
l

四
一
七
O
(保
健
婦
室
直
通
)

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間

感
染
の
可
能
性
が
あ
る
人
は

H
I
V
検
査
を
日

一
一
一
月
一
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ィ
l
」
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
一
二
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
愛
媛

エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
と
定
め
、
各

保
健
所
巴
お
い
て
、
夜
間
電
話
相

談
及
び
夜
間
血
液
検
査
を
実
施
い

左
し
ま
す
。
エ
イ
ズ
で
悩
み
・
不

安
・
疑
問
等
を
抱
い
て
い
る
万

は
、
是
非
、
御
利
用
下
さ
い
。

こ
の
機
会
巴
現
代
人
の
常
識
と

し
て
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

夜
間
電
話
相
談

と
き

一
二
月

一
白
川
刷
、
二
日
側
、

一
一
百
働
午
後
五
時
j

八
時

冨
九
三
一
l

四
O
二
一
六

窟
九
三
二
|
八
四
五
五

夜
間
血
液
検
査

と
き
一
二
月
一
日
倒
、
二
目
的
、

三
日
倒
午
後
五
時

j

八
時

と
こ
ろ
松

山
中
央
保
健
所
一
階
予

診
室
(
松山
市
北
持
田
町
一
三
二
)

料
金
無
料

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
秘
密
は
絶
対

に
守
り
ま
す
。
お
気
軽
巴
御
利
用

下
さ
い
。

食今月の保健日程食

〈母予保健〉
と き 事業名 対 象 受付じかん ところ

8日附 3歳児健康診査 H8年5月・6月生 13 : 30~14:30 

9 目的 10ヵ月児乳児相談 H11年2月生 9 ・ 45~10:00
町民会館

1 2月 9日同 4ヵ月児健康診査 H11年7月生 13: 30~14: 30 

10日闘 育児相談教室ーピ力ピ力くらぶ 却児と保護者 9:30~11 :00 

17日倒 育児相談教室ーくまさん教室 幼児と保護者 9 :30~11 :00 南吉井保育所

7 月 7 日樹 育児相談教室ーピ力ピ力くらぶ 幼児と保護者 9 :30~11 :00 町民会館

〈老・成人〉

①健康相談
と き 事業名 立す 象 開催じかん ところ

7日ω いきいき健康相談(要予約964-4170) 住民 15:00~17:00 訪問等

12月 10 ・ 24日働 栄養相談(要予約964-4170) 住民 9:00~1 1 :00 町民会館

17日倒 健康生活相談 住民 9 : 00~11 ・ 00 役場保健婦室

1 月 7 日樹 健康生活相談 住民 9:00~11 :00 役場保健婦室

ところ

町民会館

開催じかん

13:30~15:00 

象

民
対
一
住

事業名

健康改善教室⑦「冬の健康づくり」

ところ

町民会館

開催じかん

13:30~15 ・ 30

象

民

対

住
名
一
躍

一
l

J

業
一
勺
一
ヒ

一
、
、
、
‘

事
一
川

6 

※おおむね翌月の10日までの行事予定を掲載しています。



⑫ ~ 雪量寝室重写

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
コ
ン
ニ
チ
ワ

りとで|こら何き題やブ 2 ク フ ア学はサ ガパサ ( オのい自の日リ
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終
わ
り
仁
実
演
し
左
工
イ

ト
ビ
ー
ト
の
ブ
ラ
ジ
ル
太
鼓

と
重
信
の
和
太
鼓
と
の
共
演

は
、

微
妙
に
マ
ッ
チ
し
て
心

が
と
き
め
く

楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
定
。

ま
芝

、

前
重
信
町
A

L
T
(
英
語
指
導
助

手
)
の

。

ヒ
ー
タ
ー

E

先
生
か
ら
う

慣

れ
し
い
レ
タ

一回
F

ー
が
届
き
ま

j
-

し
だ
。

「

「
重
信
町
の

逼
司一
皆
さ
ん

、

お

一1
元
気
で
す
か
。

来
年
四
月
フ

ィ
?
ン
セ
の
ス

テ
フ
ア
二
ー
と
結

婚
し
ま
す
。

重
信
町
に

彼
女
を
連
れ
て
行
き
左
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

」

か
わ
い
い
彼
女

C
会
え
る

の
を
心
待
ち
巳
し
て
い
ま

す
。

末
長
く
お
幸
せ
C
:

・。

(
代
表
橋
本
多
賀
子

)

人

ひ
ま
わ
り
講
座

平育会の男をし記 ま演題等左き先前室媛 し学め|このや 座女
成児均成女創いに国しいし法ち、生川室女講だ習る対推職女」性 一
九・等立 共 ろ生向はだ定三」と「を富長性師 。 会こす進場性を学 0

天皇湾 J25 2j o Z 語と均私招予のせ 員 22322陰里
月休労定固いが自 き目しりけ場 24 「日

間 E22222 世 / Cコエ;r "-， ま同ぷ 222 ぷ
し砧準雇基とる f !ji圃・・四・・11 ..L I 識権権 、 子わ権
まどま用本で社 A・a 園田F咽邑 A _.Ih. を問教家ドリ問
しを 、 機法 、 会 ._珂盟!:J:IP""' 竺':I!里E ・w園田v 深題育庭 0 講題

定
。

そ
し
て
、

女
性
が
差
別
芯

く

能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会

と
待
遇
の
確
保
と
働

く

女
性

が
安
心
し
て
予
供
を
産
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う

、

ま
だ
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
が
両
立

で
き
る
条
件
を
整
備
、

解
消

元

す
る
こ
と
を
目
指
し

-r
y

ま
し
だ
。

そ
し
て

。%
ρ

セ
ク
シ
ユ
ア
ル

三
年，

h

ハ
ラ

ス
メ
ン

号
恥
伊

卜
防
止
の
定

訳l
出
口

.

一

め
事
業
主

側
1
1

F
T
の
雇
用
管

q
可

a

a
一

理
上
の
配

ι
E
r
一人
慮
が
義
務

一日
制-

門
づ
け
ら
れ

、

'同

左
こ
と
な

E
E

ど
ご
講
義
下

F

さ
い
ま
し
定
0

・
T

女
性
の
意
識

盟
十7

の
変
化
や
男
性
の

i

考
え
方
が
変
わ
っ
芝

こ
と
で
、
ム
フ
後
専
門
機
関
を

中
心
巴
幅
広
い
取
り
組
み
と

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意
識

の
調
和

、

ガ
大
切
で
あ
り
、

あ
ら

ゆ
る
視
点
で
学
習
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
だ

。

(文
化
部
安
永
力
ヤ
子

)

'段

輝
い
て
重
信
町
文
化
祭
に
参
加
し
て

ムフ
年
も
好
天
に
恵
ま
れ

、

第
三
五
回
重

信
町
文
化
祭
ガ
盛
大
巴
行
わ
れ
ま
し
定

。

女
性
塾
は

、

環
境
と
福
祉
の
面
か

ら

「
古
新
聞
の
処
理
」
「
廃
棄
図
書
の
処
分
」

「
生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
機
の
展
示
説
明
」
と

「
車
椅
子
体
験
」
に
取
り
組
み
ま
し
足
。

ず
ら
り
と
並
ん
定
六
O
O
冊
の
廃
棄
図

書
は
ほ
と
ん
ど
引
き
取
ら
れ

、

八
O
冊
余

を
残
す
の
み
と
な
リ
ま
し
定

。

古
新
聞
紙

仁
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

、

ほ
と

ん
ど
の

人
が
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

べ
き
と

日合

え
て
い
ま
し
定
。

愛
媛
新
聞
も
再
生
紙
を

使
う
回
数
を
増
や
す
そ
う
で

、

古
新
聞
は

町
全
体
で
回
収
さ
れ
る
事
ガ
望
ま
れ
ま
す
。

「
車
椅
子
体
験
」
は

、

社
会
福
祉
協
議
会
の

方
巴
指
導
し

て
い
左
芝
き
練
習
し
ま
し
足
。

体
験
し
だ
あ
る
子
供
は

、

車
協
判
手
巴
乗
っ

て
い
る
人
は
大
変
古
ろ
う
と
気
遣
っ
て
い

ま
し
だ
。

道
路

、

か
整
備
さ
れ
る
事

。

不
自

由
な
方
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
事

。

こ
れ
古
け
で
も
車
椅
子
に
さ
わ
っ
定
効
果

、

か
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す

。

若
い
塾

生
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ

ト
も

、

巴
ぎ
や
か

巴
く

り
広
げ
ら
れ
て

文
化
祭
の
ム
ー
ド
は

盛
り
上

、

が
り
ま
し
だ

。

テ
ン
ト
の
設
営
そ
の
他

、

文
化
協
会
や

職
員
の
万
巴
お
世
話
仁
な
り
ま
し
だ

。

ま

芝
、

町
民
の
皆
様
万
巴
ご
協
力
い
定
吉
き

、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(塾
生

猪
原
宣
予
)

7 広報しげのδ 12月号
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シリーズ
介護保険制度⑦

ここが知りたい介護保険(申請から認定まで)
サービスの提供開始まで4力月となっ芝介護保

険制度。この制度を よ り理解 し ていだ芝、くだめ、

役場介護保険係では、説明会を各地区で開催し ま

し左。

合回 Id: 、 申請から認定までlこ関する Q&A を掲

載いだします。

14- '人 要介護認定の申請は、どんなときに
隆寺ダ 行うのですか?病院にかかったとき
ー などすべて申請するのですか?

~'7 ~ 寝左きりや痴呆などで自宅や施設で介護
二一ノ が必要な万で、介護保険のサービスを利用

する万が要介護認定申請をする必要があリます。

現在10，1身が健全な方は申請をするl必要はありませ

ん。

なお、現在の医療制度は、そのまま残りますの

で、医療が必要であれば含までどおり医療保険を

利用 してい1212くよう |こなります。

14- '人 申請から認定を受けるまでに要する
延知サ 期聞が30日くらいというととですが、
一 急にサービスが必要になった場合は、

認定を早くするととができますか?

急|こサービスガ必要となっ定場合は、認

定結果を待疋ず!こ受けることもできます。

認定の育効期聞は、 申請日までさかのぼりますの

で、要三E援以上と認定されれば認定までの間|こ受

けだす ビスも対象となります。 1212 し、審査判
定結果が非該当(自立)となっ疋場合、保険給付は

されませんし、ま定、認定されてちその区分の利

用限度額以上のサービスを利用していだ場合、利用
限度額を超え左部分は全額自己負担となります。

a 認問平性は保た…すか?
~‘ 

認定巳あだっては、まず、全国一律の85

項目からなる訪問調査を行い、その結果を

もとにコンビューター!こよる一次判定を行います。

次巴一次判定の結果と主治医の意見書や訪問調査

で書き取ってき左特記事項をもと|こ、 保健・医療 ・

福祉の専門家で構成される認定審査会で二次判定
を行うこと|こなります。 重信町の場合、 二次判定を

行う認定審査会を温泉郡3町で共同設置しています

ので、重信町単犯で行うよりち範囲ガ広くなり、よ

り公平性が高まるものと考えています。

地区説明会の様子

戸吋 申請が始まり、調査員が実開設している
性今夕 と思います。対象者の状態は、日々変動する

わけですが、正確な謂査はできるのですか?
だれか付き濁っておくべきではないですか?

調査においては、固から詳細なマニュ ァ
ルガ示されておリ、高齢者|こはいろいろな

ケースがありますが、その判断基準|こついては、
調査員は研修を受講済みです。基本的には、日頃

介護されているご家族などに立ち会っていただき、
その方の普段の状態について、 聞き取り調査を行
います。

作\2X かかりつけ震は、町外でもいいのですか?
む史デ 意見書の作成怯頼は、誰がするのですか?

~ ';'H かかりつけ医Id;、町外でもかまいまぜん。
二~J ま定、 意見書の作成は、町から依頼します。

14-'訪 認定審査会において、 1人の審葺判定時間
延ゐ妙 が5分程度と聞いていますが、それくらいの
一 時間で正確砿判定ができるのでしょうか?

審査会の委員Cは、保健・医療 ・福祉のそ

れぞれの専門家に依頼しており、 判定資料

については、各委員へ事前に送惜し、 審査会当日

まで|こ検討してい定吉くこととしています。平均

すれば5分位|こなるかも しれまぜんが、委員の見解

がわかれるようなことがあれば、十分時聞をかけ
て判定されます。

代行申請詐欺にご注意ください。
要介護認定の申請受付開始|こ伴い、申請の代行を

行うと称し、高齢者などから現金を定ま し取る事件
万全国で発生しています。
法律でId:.、報酬を得て申請代行できるのは、社会

保険労務士、指定居宅介護支援事業者、介護保険施
設|こ限られていますガ\重信町内の居宅介護支援事
業者|こついては、現在のところ無料で申請の代行ガ
行われています。
高額の代行料金を請求するなど、不審な代行申請
の話を持ちかけられ足場合|こは、身分証明の提示を
求める芯ど十分|こご注意<定さい。

介護保険に関する問い合わせ先 保険年金課介護保険係 富964-2001代内線55 1 ・ 552
8 



刀
古川
平
成
一
一
一
年
四
月
か
ら
介

叫
問
、
勺
護
保
険
制
度
ガ
ス
タ
ー
ト
し

、
、

勺
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
急
速

「
I

~

に
進
む
な
か
で
私
達
は
、
誰

H
同d
h

も
が
老
後
に
不
安
を
抱
い
て

F
F
同

い
る
事
と
思
い
ま
す
。

u
vh

人
は
皆
、
平
等
巴
年
を
童

劇
川
・

ね
、
や
、
か
て
老
い
は
や
っ
て

-

き
ま
す
。
お
互
い
巴
老
後
も

a
，
、
・

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
で

晶
子
ご

あ
り
左
い
も
の
で
す

。

.
一7
4
h

介
護
保
険
巴
つ
い
て
、
利

-

h
q
リ
リ
用
の
際
の
手
続
き
は
ど
の
よ

・
.
山
僧
郎

う
巴
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
介

4
J
一
室
田
護
保
険
制
度
の
導
入
で
現
在

t
n
図

と
ど
う
変
わ
る
の
か
等
、
正

-

-

f
k

し

く
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
足

、
，a
ぃ

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
巴
介

，

-
H

護
保
険
巴
つ
い
て
少
し
で
ち

-
z
ヨ

日

理
解
を
深
め
て
い
芝

、

だ
け
E

a
=
E
U

ら
と

、

介
護
巴
関
す
る
本
を

購
入
し
、
新
し
く
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
定
。

役
場
保
険
年
金
課
の
介
護

保
険
巴
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
揃
え
て
お
り
ま
す
の

r
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

i
r重
信
町
立
図
書
館

i
r

宙
九
六
四
1

三
四

一
四

司h・'a，・'.

蓄

(一部です)

「介護保険の
上手な利用法j
中央経済社

太田哲二
竹本善次

介護保険を正しく理解できる

よう、その仕組み、申請の万

法、サービスの上手な受け方

等やさしく解説しています。

f�' えとた

蓄

f上手に使おう
介護保険j

むさし書房
実野勝久

枝村順一

「いつから実施されるのですか?J
「加入は強制されるのですか?J
「加入者の年齢基準はあるのですかっ」
「保険料はいくらなのですか?J
介護保険の基礎知識が問答式
で書かれています。

I介護の現場
-NHKに寄せられた

222通の手紙力、ら -J
NECクリ工イティブ

実際!こ介護を経験され芝生の

声ガ、つづられています。

蓄

f介護保険は
こう決まったリ

日本法令

佐藤

介護保険制度|こついてできる

定けわかりやすく rQ&AJ 形

式で具体的lこ書かれています。

義夫

州問2夕日，_-

-・・園田l 三百ーで-~':;"，~~ぇヨ・ 'll'"・・・圃
・・・・・・・・・r;lhl....'~(IJ 圃Eτ~・Eヲ : :-止さ量・・・・・・・・副-.......- ' ，・ 0 ・・・ 4‘-・・・・ J._. ' ''_'' ・ :_ I・. .~ _..，.・・・・・・・・・・・・・・回

| 親子お話会
紫式部ガ私だち |こ語っている声を一緒に聞いて

みませんかっ

とき毎月第1 ・ 3水曜日

午後1 時30分~午後3時30分

町民会館1階婦人室

月2 ， 000円

重松紀彦先生

西田富964-3899

高田富964-9617

大西宮964-7225

重信町立図書館霞964-3414

ところ

会費

講師

連絡先

. 図書館2階のお話コーナ一室をお予さん連れの

方々|こ開放しています。

ま芝、第2 ・ 4土曜日午後2時から3時まで、却

児を対象|こ絵本や紙芝居の読み聞かせを開催し

ています。 手供さんをお持ちの万は、ぜひご参

加下さい。

・ 只合、お話会ボランティアメンバーを募集し

ています。 子供尼ち|之夢を託しだい万、熱意の

ある方、又、 語リ|こついて興昧のある万は参加

してみませんか。

9 広報しげのぷ 12月号



ノ

し
げ
の
ぶ
ρ

戸

国
際
音
楽
の
日
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

一
O
月
二
目
、
一
三
日
の
両
日
、

「
第
二
回
し
げ
の
ぷ
国
際
音
楽
の

日
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
予
想

以
上
の
反
響
仁
喜
び
な
が
ら
、
無

事
巴
開
催
で
き
ま
し
足
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
(
愛
媛
大
学
交
響
楽
団
)
、

ビ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
(
平
尾
雅

手
氏
・
頼
回
麗
氏
)
と
チ
ェ
ン
バ

ロ
(
副
島
恭
子
氏
)
巴
よ
る
バ
ロ

ッ
ク
音
楽
と
い
う
異
色
の
組
み
合

わ
せ
で
、
幅
広
い
層
の
音
楽
フ
ァ

ン
に
ご
堪
能
い
定
吉
け
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
世
界
の
人
と
音
楽
を
つ
な
ぐ

心
の
輪
」
と
い
う
国
際
音
楽
の
日

の
思
い
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人

の
心
巴
届
き
ま
す
よ
う

C
。
音
楽

の
楽
し
さ
を
、
身
近
巳
昧
わ
う
機

会
を
、
合
後
も
作
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
ム
フ
回
、
お
手
伝
い
下

さ
つ
定
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
だ
、
み
な
さ
ん
も
、
こ
れ

か
ら
一
緒
巳
、
こ
の
会
を
運
営
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

(
国
際
音
楽
の日
記
念
実
行
委
員
会)

文
化
祭

上
岡
喜
久
子
選

川
柳
の
部

特
選
句

慣
れ
て
き
て
ナ
ー
ス
身
の
上
話
す
る

東

と
も
子

ど
き
ど
き
、
が
わ
く
わ
く
と
な
る
合
格
日

松
岡

悦
子

不
沈
艦
の
騎
り
、
ガ
海
巴
裁
か
れ
る

そ
の
訳
も
聞
か
ず
す
ん
な
り
惜
し
て
く
れ

越
智

貞
予

立3

幸
予

、，

囲
碁
大
会

と
き
一
月
八
目
的

受
付
午
前
八
時
三

O
分
j

開
始
午
前
九
時

と
こ
ろ
町
民
会
館

一
階

和
室

将
棋
大
会

と
き
一
月
九
日
日

受
付
午
前
八
時
三

O
分
j

開
始
午
前
九
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
三
階
和
室

参
加
費
(
囲
碁
将
棋
共
仁
)

大
人
一
、
0
0
0
円

学
生
(
小
学
生
以
上
)
五
O
O
円

申
し
込
み
方
法

町
民
会
館
巴
あ
る
申
込
書
巴
参

加
す
る
級
別
を
記
入
し
、
現
金
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

一
二
月
二
四
日
働
ま
で
に
町
民

会
館
内
文
化
協
会
事
務
局
へ

(
当日
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
)

俳
句
大
会

と
き
一
月
九
日
日
午
後

一
時i

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
和
室

席
題当

日
投
句

当
季
雑
誌
一
人
三
句
で
、
未
発

表
作
ロ
田
巴
限
る
。

選
者
未
定

備
考
兼
題
句
の
募
集
な
し

。

川
柳
大
会

と
き
一
月
九
日
日

午
後
一
時
三
O
分
j

三
時
三
O
八
刀

町
民
会
館
一
階

婦
人
室

と
こ
ろ

宿
題「

←
芝
っ
ぷ
り
」
「
ミ
一
一
」
「
見
奇

心
」
「
守
る
」
の
四
題
の
そ
れ
ぞ

れ
巴
、
二
句
を
投
句
す
る
。

選
者
上
岡
喜
久
子
先
生

投
稿
期
限

一
一
一
月
二
四
日倒
ま
で
巴
、
町

民
会
館
内
文
化
協
会
事
務
局
へ

短
歌
大
会

と
き
一
月
九
日
目

午
後
一
時
三
O
分
j

と
こ
ろ
町
民
会
館
二
階

青
年
室

応
募
数一

人
当
季
雑
誌
三
首
で
未
発
表

作
品
巴
限
る
。

選
者
武
市
公
手
先
生

投
稿
期
限

一
二
月
二
四
日
樹
ま
で
巴
、
町

民
会
館
内
文
化
協
会
事
務
局
へ

10 

歴
民
ロ
月
の
展
示

志
津
川
・
八
反
地
で
、
五
O

年
巴
わ
だ
っ
て
鍛
冶
屋
さ
ん
を

営
ま
れ
て
い
だ

「
宮
田
八
百
こ
さ
ん

職
人
と
し
て
の
山
展

』
京
、

IA、
一0・

ぽ
μ
λ、

、
、

一
一
一
月
の
休
館
日

、
〉

3
9
0
3
7

・

f
v

、

4
1
4
1

門
/
』
司

ζ

円
ノ
』

Q
u
o
-
-

」

内
ノ
』

q
u

ハ
ペu
rト
L

平
井
の
別
府
鍛
冶
屋
で
徒
弟

修
業
後
、
横
河
原
で
鍛
冶
場
を

聞
き
、
石
手
の
人
間
国
宝
刀
匠

高
橋
貞
次
に
つ
い
て
刀
匠
と
し

て
の
道
半
ば
、
戦
役
に
・
:
。

敗
戦
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

労
役
巴
服
し
、
帰
国
後
、
師
貞

次
巴
請
わ
れ
て
も
刀
匠
と
な
る

こ
と
を
固
辞
。

生
涯
「
野
鍛
冶
」
と
し
て
貫

き
通
し
左
人
で
す
。

農
家
は
、
争
う
よ
う
に
八
百

一
さ
ん
の
鍛
え
足
農
具
を
求
め

ま
し
定
。

一
月
末
ま
で
。



子
ど
も
だ
っ
て" ーー一一-"‘

人
前
“

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の

基
本
的
な
考
え

ち
っ
ち
ゃ
い
け
れ
ど
子
ど

も
だ
っ
て
一
人
前
の
人

間
な
ん
だ
。

の
び
の
び
元
気
に
生
活

す
る
権
利
が
あ
る
ん
だ
。

こ
れ
は
、
「
法
務
省
・
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
」
か
ら
出
て
い

る
ポ
ス
タ
ー
の
言
葉
で
す
。
(
町
民

会
館
の
ロ
ビ
ー
に
も
掲
示
し
て
い

ま
す
。
)

こ
れ
を
見
だ
と
き
、
H

一
人
前
d

と
い
う
言
葉
巴
ち
ょ
っ
と
違
和
感

を
覚
え
ま
し
だ
。
皆
さ
ん
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

私
左
ち
は
、
二
人
前

Hと
は
、

お
と
な
と
同
じ
能
力
・
資
格
を
も

つ
こ
と
を
意
昧
し
、
小
さ
い
子
ど

も
巴
は
当
て
は
ま
ら
な
い
言
葉
と

し
て
使
っ
て
き
ま
し
だ
。

で
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
言
葉
は
ど

う
解
し
左
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
M

一
人
前
。
と
い
う
の
は
、

グ
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約H

の
基
本
的
な
考
え
万
で
す
。
す
な

わ
ち
、
手
ど
も
は
、
保
護
の
対
象
と

し
て
ぜ
け
で
は
な
く
、
権
利
を
行

使
す
る
主
体
(
主
人
公
)
と
し
て
認

め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ

れ
は
、
ま
さ
に
二
人
前

d
巴
ほ
か

な
り
ま
ぜ
ん
。

ポ
ス
タ
ー
の
言
葉
を
見
て
二

人
前
H
C
違
和
感
を
覚
え
疋
と
い

う
こ
と
は
、
私
自
身
の
人
権
感
覚

(
意
識
)
巳
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で

す
。
手
ど
ち
を
保
護
の
対
象
と
し

て
し
か
み
て
い
な
か
つ
だ
の
で

す
。
手
ど
も
芝
け
で
な
く
、
女
性
、

高
齢
者
、
障
害
者
等
す
べ
て
の

人
々
を
、
弱
者
を
保
護
す
る
と
い

う
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
権
利
を

行
使
す
る
王
体
者
で
あ
る
と
い
う

視
点
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

さ
て
、
。
児
童
の
権
利
に
関
す

る
条
約
H
で
目
指
し
て
い
る
子
ど

も
の
人
権
尊
重
を
実
現
す
る
定
め

に
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
平
成
六
年
巴
、
庁
予

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
。
を
作
り

ま
し
定
。

M
Z
Jど
も
の
人
権
専
門
委
員
H

は
、
?
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
「
子
ど
も

人
権
相
談
所
」
の
開
設
C
よ
り
、
常

巴
子
ど
も
の
人
権
巴
関
す
る
情
報

の
収
集
仁
努
め
る
と
と
も
巴
、
P

T
A
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
等
と
の

連
携
を
深
め
、
手
ど
も
が
発
信
す

る
人
権
S
O
S

を
い
ち
早
く
キ
ャ

ッ
チ
し
、
そ
の
解
決
巴
努
め
て
い

ま
す
。
悩
み
ご
と
が
あ
れ
ば
気
軽

仁
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
人
権
侵
害
が
い
ろ
い

ろ
問
題
仁
芯
っ
て
い
ま
す
。
予
ど

も
同
士
の
間
巴
み
ら
れ
る
「
い
じ

め
」
等
の
問
題

、
親
と
予
の
閏
巴

み
ら
れ
る
「
虐
待
」
「
般
任
」
「
過

干
渉
」
等
の
問
題
、
教
師
と

7
7ど

も
の
間
巴
み
ら
れ
る
「
体
罰
」

「
え
こ
ひ
い
き
」
「
校
則
」
等
の
問

題
。
こ
れ
ら
の
中
巴
は
、
手
ど
も
を

権
利
行
使
の
王
体
者
と
み
れ
ば
起

こ
り
得
な
い
問
題
が
左
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

私
だ
ち
は
、
自
ら
の
人
権
感
覚

を
振
り
返
り
、
自
己
変
革
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ラ
供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
連
絡
会
議

ぉ
F
h
-
色
"
層
正
凡
ノ
」
」
「
.
，
ノ
「
ノ
「
ノ
ド

r
'
』
直
視
、.
3
戸
』

夢
と
奇
跡
宣
伝
一

ζ
c
c
h

サ
I
6
4
M
V

，

w、

j

心
豊
か
に
は
ば
た
こ
う
j

輝
い
て
合
、
と
き
め
い
て

m

献
身
的
C
活
動
し
て
い
る
巴
も
か

重
信
町
1

菊
の
香
り
も
高
く
文
か
わ
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
非
行
間

化
祭
も
盛
会
巴
お
わ
り
、
左
く
さ
題
は
増
加
傾
向

C
あ
り
、
悪
質
化

ん
の
イ
ベ
ン
ト

C
す
ば
ら
し
い
思
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
は
、
減
少

い
出
が
で
き
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
傾
向
巴
あ
る
と
は
い
え
、
陰
湿
化

い
よ
い
よ
、
一
九
九
九
年
也
会
し
、
不
登
校
は
増
加
傾
向
巴
あ
り
、

月
の
み
、
夢
と
希
望
巴
満
ち
左
二
青
少
年
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
と

0
0
0

年
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
て
も
厳
し
い
ち
の
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。
学
校
へ
行
き
だ
い
、
行
か
せ
て

一
一O
世
紀
は
、
戦
争
と
平
和
の
く
ピ
さ
い
か
ら
、
学
校
へ
行
き
定

時
代
、
日
本
は
大
戦
争
後
、
ま
れ
く
な
い
、
行
き
左
い
け
ど
行
け
な

巴
み
る
経
済
発
展
を
遂
げ
、
物
も
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
巴
対
し
、
ど

豊
か
仁
な
り
、
飽
食
の
時
代
を
迎
の
よ
う
巳
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い

え
ま
し
定
。
い
か
巴
ひ
も
じ
さ
か
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
機
闘
が
そ
の

ら
逃
れ
「
腹
一
杯
食
べ
て
み
左
い
」
解
決
巴
支
援
の
手
を
差
し
延
べ
て

か
ら
、
い
か
巴
痩
せ
る
か
、
拒
食
く
れ
て
い
ま
す
。
大
い
巴
活
用
し

症
ま
で
出
る
時
代
へ
の
変
化
。
消
ま
し
ょ
う
。

費
者
は
王
様
と
お
芝
て
ら
れ
、
物
ま
だ
、
諦
め
な
い
で
、
自
分
は

を
組
末
巴
す
る
。
礼
節
を
忘
れ
、
ど
う
す
る
か
、
ど
う
し
だ
ら
よ
い

公
衆
道
徳
ち
低
下
し
、
合
ゃ
あ
い
か
、
根
気
強
く
、
問
題
解
決
仁
立

さ
つ
運
動
を
ち
し
な
け
れ
ば
な
ら
ち
向
か
っ
て
行
く
過
程
の
な
か
で

な
い
育
様
で
す
。
多
く
の
方
々
の
協
力
、
知
恵
、
支

物
の
豊
か
さ
巴
反
し
、
心

、

か
貧
援
が
得
ら
れ
、
明
る
い
展
望
が
開

し
く
な
っ
左
と
嘆
く
戦
前
・
戦
後
け
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

の
貧
し
い
時
代
を
体
験
し
巨
人
々
か
。
新
時
代
巴
ふ
さ
わ
し
い
感
賞

は
、
こ

れ
で
い
い
の
か
と
深
い
思
で

、
夢
と
希
望
の
実
現
仁
向
か
つ

い
巴
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
て
行
き
芝
い
も
の
で
す
。

い
で
し
ょ
う
か
。
※
悩
み
相
談
は
、
富
九
六
四
|
三

青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
願
い
四
三
七
へ

11 広報しげのぷ 12月号
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拝
芯
地
区
の
上
村
か
ら
下
林
C
か
け
白
い
丸
石
。
寸

ー
ー

I
l

l
i
-
-

什
U
J
1
引
制
引
u
u
u
u
u
u」

「U
U
川
川
l

l
J
U
川
|
|
J
川
u
u
u
u
u
u
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川

一

、

館
て
の
農
業
用
水
は
、
溜
め
池
が
王
流
。
日
を
置
い
て
二

し
F
J
J

臨

二
1
1
1
1
1
1

J

一
〆

ナ
日
号
信
託
ト
一
J
M
M
H子
込
対料
描
髄圏

一る 一月
1
1
j
櫨
盤

一
←一一

輪
ど
大
小
の
池
が
点
在
し
ま
す

。

の
下
の
刻
表

o

a
γ
ν
h
Gト
臨
調

咽
一
矧
一
部
押
部
h
dv
パ
醐
圏

一関
(

f

そ
の
中
の
「
源
兵
衛
穴
口
池」の
木
製
の
底
圭
甫
さ
ん
の
レ

ノ
(
三
ー
議

護

軍
智
内
組

一樋
一不
拡
J
J
時
剛
山
童
画
掴
臨

一
極

史
樋
が
、
町
文
化
財
巴
指
定
さ
れ
ま
し
だ

。

パ
日
次
々
と
歴一

JJ

グ
低
払
記
挺
蹄
阿
国
ふ
川
鯛
一
門マT
1
3
吋脚
1
1
!γ
嗣
醐
随
一
木(

土
地
の
人
は
「
源
兵
怠
」
と
呼
び
史
を
掘
り
あ
げ
ま
一

月

一番
魁
離
感
閥
二
一
室
長
一
一

一言
者
曹
人
謹調
二
ー

(
)ま
す
が
、
二
三
O
年
ほ
と
前
の
明
和
九
し
足
。

一

J
j
呼
鋪
:
:
5
1

一
一一
l

i
f

-

-

i
i

重
畳

一
)
ま

で
E
E
-
-

吉
村
水
巴
濡
れ
黒
「

l
l

t
F

日

『
日

H
H
t
l

」

芯

す
か
ら
価
値
十
分
。
ッ
ト
さ
な

、

か
ら
巴

三
階
の
展
示
室
ま
で

ぺ
し

…
よ
村
「
ぽ
島
各
池
」
永
純
む
の
が
た
り
し
抗
告
詰
運
見
。げだ
と
き
全
員
動
け
ま
せ
ん

諭

あ
れ
こ
れ
あ
っ
て
、
図
そ
の
後
、
硬
化
剤
で
固
め
、
歴
民
の
ムた

九
(
現
松山
市
)
と
池
水
の
使
用
C

つ
い
て
取
紫
仁
光
る
刻
字
蓋
が
姿
を
現
し
定
時
の
書
館
の
ア
プ
ロ
ー
チ
横
巴
置
か
れ
た
の
第
二
展
示
室
巴
常
設

。

F
一

い
川
交
わ
し
定
文
書
巴
は
「
源
兵
衛
(
〈
口
池
」
と
光
景
は
「
神
秘
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
か
で
す
が

、

し
ば
ら
く
し
て
「
活
い
、
そ
ぐ
そ
の
道
の
人
巴
は
「
貴
重
な
も
の
が

一
一川

γ
「註
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
ま
っ
て
源
つ
定
と
、
当
時
を
知
る
人
は
語
り
ま
す
。

わ
な
い
」
と
か
で
、
図
書
館
裏
の
西
日
ガ
あ
り
ま
す
な
あ

」
と
、

感
嘆
さ
れ
る
の

ノを

い
兵
(
〈
口
池
巴
な
つ
だ
か
と
思
わ
れ
ま
す

。

樹
齢
何
百
年
か
の
赤
松
巴
、
か
っ
ち

ン
ガ
ン
の
場
所
仁
移
さ
れ
て
何
年
か
。

で
す
が
、

歴
民
の
展
示
・
解
説
立
つ
ひ

一
一四

ん

昭
和
五
六

(
一
九
八
二
年

、

上
村
の
改
り
と
刻
み
込
ま
れ
左
大
ら
か
な
字
体

。

埋
め
戻
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れ
芝
二

O
本
の
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木
樋
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般
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乞
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a
p
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事
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と
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シ
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ベ
ル
で
堤
だ
も
の
。
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ぽ
時
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の土を
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く
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史
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れ
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。 もうすく 65歳回ります。
年金を受け取る芝けの期間

は保険料を納めまし芭が、何もし

なくても年金は自動的|こもらえる

よう|こなるのですか?

老齢基礎年金について
A裁定請求の手続きが必要です。

老齢基礎年金は、保険料を納めだ期間、あるいは免除されだ期間など
を合算して25年以上あつだ場合lこ受けることができますが、 それ芝けでは
実際c年金を受け取ることはできません。 年金を受ける定めlこ 1<3: 、 裁定請
求を行いその権利があることを社会保険庁lこ確認してちらう必要があります。
裁定請求は、 年金を受ける権利があることを確認してもらう手続きです

から、 それを証明する定め、 次のような書類がl必要となります。
1 . 国民年金手帳

2 . 戸籍抄本

3 合算対象期間があるときはその期間ガ、わかる書類(/ '\スポート等)

これらの書類を用意し、 市区町村か社会保険事務所|こ備え付けてある老
齢給付裁定請求書 (国民年金・厚生年金保険共通) 1こ必要な事項を記入し、
併せて提出してく芝さい。ま芝、 厚生年金保険の加入期聞がある人や障害
給付を受けている人などは、 ケース|こよって他の書類も必要となりますので、
詳しいことは社会保険事務所lこお問い合わせ下さい。

English -English -English -English -English -

~ AN ENGLISH CHRISTMAS 
C 

7 Soon it will be Christmas , the most 

号 important festival of my country, Britain. 

皆 The festival of Christmas is not j ust 

~ Christmas Day but the week before 
ヨ Christmas Day and for 12days after 

~ Christmas Day. Traditionally everybody 
ム puts up their decorations one week 

~ before Christmas. These decorations are 
もうすぐクリスマス、 イギリスで一番重

品 beautifu l. Every house is bright with 
要なお祭りの到来です。

4 lights and Christmas Tms  and 山 クリスマスのお祭りは、 一週間前から始 命
事 str倒s are covered with colored lights. まり 25日を過ぎても12日間続きます。 ア
中 The Christmas Festival is a time of parties 我ガ、家では、 クリスマス一週間前|こ家族 L. 
去 with your friends , family and colleagues 全員でツリー等の飾り付けをします。 これ E 

らの飾り付けは美しく、 多くの家は飾り付 -
~!l Lunch lasts many hours and then my 

けやツリ ーで輝き、 通りは色とりどりの明t fh加伽伽凶叫a創加m叩叫m凶叫n凶凶1吋曲il刊atch児eωueen 肋御廿出川叫1リ市g副ivin附1
至 Christmas message on the TV クリスマスは、 友達・家族 ・ 同僚達とパ 円

買 But Christmas is also a time when we ーティを開き祝います。 食事の後、 家族全 " 
t womip the birth of Jesus Christ Many 員テレビの前に座り、工リザベス女王のク 広
三 people go to church on Christmas Eve , リスマスメッセージ、を聞きます。 \!!l

しかし、クリスマスはイエスキリストの
手 December μth ， and sing and pray about 誕生日を祈るときでもあります。多くの人
七 the first Christmas when Jesus was born は、 ク日マスイブに、 教会へ行き賛美叡

五 MERRY CHRISTMAS を歌いイエスキリストの生誕を祈ります0 5 
R | 
士 4S11~U3.-4S!I~Ua一 吋S!l~u3. - lI S !I~ Ua -qS !I~Ua -qS!I~U3 -q sn~ua - 4S !1~U3 -lI S!1~ua - lI S!I~Ua 
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。51回人権週間
松山地方法務局
冨932-0888

1 2月4 日 から 10日までの1 週間は

「第5 1 白人権週間」です。 人権週間

は、 国民一人ひとりが“人権"という

ものを再認識し、 ま芝、 自己の行為

|こよって他人の人権を侵していない

か反省してみる週間でもあります。

人権問題でお困りの方は、 お近<

の人権擁護委員ま疋は地方法務局へ

ご相談<芝さい。 相談は無料で秘密

は固<守られます。当町の人権擁護

委員は、 次の万々です。

赤松孝子(窟964-8 1 27)

八木光秋(富964-3834)

橘 茂喜(窟964-02 1 1)

井上 勝美(富964-2734)

末光良男(冨964-6492)

@務総合相談所・外国人
のための人権法律相談
松山地方法務閏
富932圃0888

とき 1 2月6日伺)

午前10時~午後3時

ところ 松山市役所

本館1 1階会議室

相談内容 人権問題、 登記、 供託、 戸

籍、国籍相談、遺言、 外国人の定め

の人権法律相談(無料・秘密厳守)

相談担当者 人権擁護委員、弁護士、

公証人、法務局職員、 英語通訳者、

中国語通訳者

@権問題に関する
総合12時間電話相談
松山地方法務局
富932-0888

函0 120-025-550 
とき 12月10日樹

午前9時~午後9時
相談内容 差別問題、いじめ・体罰、

家庭及び近隣関係等人権問題全般

(無料・秘密厳守)

相談担当者 弁護士、 僧侶や教育者

等多種の経験を持つ人権擁護委

員、法務局職員

ø=t-~カJ~参加者募集
松山市総合コミュニティセンター

富921-8222

平成12年7月22日 (í)・ 23 日 (日|こ第

7田市民ミュー ジ力ル 「眠れる森の

美女」 の公演を行います。 皆さんも

出演者やボランティアスタッフとし

て ミユージ、力ル「眠れる森の美女」

に参加してみませんか。 重信町の万

も大歓迎です。

募集期間 平成1 1 年12月 1 5日附~

平成12年1 月 1 5 日回

詳し くは、松山市総合コミュ二テ

ィセンタ一 「市民ミ ュ ージ力ル係J

までお問い合わゼ下さい。
J、

。す叫榊退共制度
勤労者退職金共済機構
富 (082)240-7151 

従業員|ことって 「退職金」は、 退

職後の生活を吏えていくだめの大き

な柱の一つです。

ま芝、 退職金制度があるというこ

とは、企業|ことって優秀な人材を確
保し定着を促すとともに、 従業員か

らの信頼感を高めること|こもなりま

す。 中退共制度c加入すれば、 安

全 ・ 確実しかも有利芯退職金制度を

手軽|こ準備できます。

新しくこの中退共制度|こ加入し定

企業には、 掛金の1 /3を園が2年間国

成します。

重信まごころ銀行|こ次の万から

金一封を寄付下さいまし定。 温か

い善意ありがとうございます。
(畝称略)

〈一般寄付〉

重信町生活文化女性塾

〈香典返し〉

北尾豊美 (牛 j則)亡夫・厚
菅田敏手(北条市)亡母・大野キヌ予

Informationii 
e衛隊大闘11練ー般公開

自衛隊松山駐屯地
富975-0911

第2混成団特科大隊では、 下記の

要領で平成1 2年の年明け|こ際し訓練

始めを実施します。

この大隊訓練は、 実戦的な訓練の

他、 住民の皆様lこ楽しんでいだ芝<

定めにふれあいコーナーを予定して

います。

とき 1月8日曲午前1 0時~

ところ 小野演習場(駐屯地近隣)

内容

・ 1 55mm櫨弾砲及び35mm高射機関

砲を使用し左訓練

・ふれあいコーナー

炊事 ・ 試食コーナ一

子供広場コーナー

(車両試乗及び展示等)

。の教育ローン
国民生活金融公庫松山支店

冨941-6148
融資額 学生・生徒1人|こっき

200万円以内

利率 年2.2% (固定金利)

(平成1 1年11 月 16日現在)

返済期間 10年以内

措置期間 在学期間以内で元金据置

可能

保証 制教育資金融資保証基金

ま芝は保証人 (1名以上)
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本年 昨年比 | 
発生 1,211 十62

死者 12 - 2 

傷者 1.450 +34 

(松山南警察署管内)

・県下死亡事故、 10日間で10人
・事故原因は見芯い、止まらない、
とばし過ぎ
・夕暮れ時、早朝の事故が増加、 早
めの対応を
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で
っ
か
い
な
あ

佐
古
ダ
ム
見
学
会

上
林
小
学
校
の
四
・
五
・
六
年
生

の
児
童
、
刀
、
佐
古
ダ
ム
を
訪
れ
、
建

設
中
の
ダ
ム
や
機
械
の
見
学
を
し
ま

し
定
。

こ
れ
は
、
身
近
巴
で
き
る
佐
古
ダ

ム
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
定

水
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
所
が

実
施
し
定
も
の
で
す
。

児
童
左
ち
は
、
係
の
人
か
ら
ダ
ム

の
話
を
聞
い
だ
後
、
将
来
ダ
ム
の
底

一に
な
る
場
所
巴
生
き
生
き
と
絵
を
楽

し
そ
う
巴
書
い
て
い
ま
し
定
。

ダ
ム
は
、
平
成
一
三
年
春
巴
完
成

し
、
一
年
間
安
全
性
な
ど
を
確
認
し

定
後
、
い
よ
い
よ
み
な
さ
ん
の
大
事

な
水
を
守
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

." 
一O
O
O
年
に
一
度

年
賀
状
発
売

一
一
月
一
目
、
年
賀
は
が
き
の
発

売
が
開
始
さ
れ
ま
し
左
。

重
信
郵
便
局
で
は
、
発
売
初
日
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
南
吉
井
保

育
所
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
と
獅
予
舞

1

い
が
披
露
さ
れ
ま
し
だ
。

郵
便
局
で
は
、
「
一
月
一
日
は
記

念
す
べ
き
二

0
0
0

年
の
幕
開
け
。

一
二
月
二
O
日
ま
で
に
投
函
し
定
年

賀
状
巴
は
二

0
0
0

・
一
・
一
の
記

念
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

年
賀
状
は
、
一
二
月
一
五
日
か
ら

受
け
付
け
、
二
四
日
頃
ま
で
巴
出
せ

ば
、
元
白
一
巳
届
く
そ
う
で
す
。

C 

ひあ
とぶ

しりな
防 たぼい
表そっよ
じ のち ど
ト 火に Il~ 

句1胤両括主

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
中
の
一

一
月
一
四
目
、
町
内
で
防
火
パ
レ
ー

ド
ガ
行
わ
れ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
だ
。

ま
芝
、
消
防
団
員
は
パ
レ
ー
ド
の

後
、
消
火
栓
・
消
防
自
動
車
の
点
検

等
を
行
い
ま
し
定
。

冬
は
空
気
が
と
て
も
乾
燥
す
る
季

節
で
あ
り
、
ま
左
火
を
使
う
機
会
、
か

多
い
定
め
、
火
災
ガ
起
こ
り
ゃ
す
い

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

出
か
け
る
時
や
寝
る
前
巴
は
、
必

ず
火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

さき 喧
年 比
も ! ?
多 ? i

文 妥2 5

化 1-
祭 h_
実
施

一
一
月
五
目
、
媛
の
太
鼓
演
奏
で

幕
を
明
け
だ
第
三
五
回
文
化
祭
。

町
民
会
館
・
図
書
館
な
ど
を
会
場

に
、
三
日
間
、
多
く
の
人
が
音
楽
・

映
画
・
書
道
・
囲
暮
な
ど
多
彩
な
文

化
に
触
れ
ま
し
だ
。
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